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会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
も
り
こ
う
会
（
以
下

本
会
と
称
す
）
に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
か

ら
、
本
会
は
関
係
各
位
の
安
全
安
心
を
最
優
先
と

考
え
諸
活
動
を
全
面
的
に
休
止
と
致
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
も
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
新

た
に
感
染
力
の
強
い
と
云
わ
れ
る
変
異
ウ
イ
ル
ス

の
出
現
も
あ
り
、
識
者
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
こ
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
母
校
の
教

育
環
境
維
持
に
意
を
注
い
で
お
ら
れ
る
現
況
を
参

考
に
、
健
康
・
安
全
に
心
し
て
４
月
よ
り
活
動
へ

の
準
備
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

先
ず
本
会
活
動
の
中
心
を
な
す
、
会
報
発
行
と

通
常
総
会
の
開
催
準
備
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の

２
つ
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
準
備
期
間
を

考
慮
の
う
え
会
報
の
発
送
を
９
月
上
旬
に
、
総
会

の
開
催
予
定
日
を
10
月
２
日
（
土
）
と
し
ま
し
た
。

会
報
は
例
年
と
は
異
な
る
環
境
下
で
の
編
集
作
業

で
し
た
が
昨
年
度
分
の
50
号
と
本
年
度
分
の
51
号

を
、
当
初
の
計
画
通
り
発
行
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、担
当
役
員
一
同
安
堵
し
た
次
第
で
す
。尚
、

総
会
に
つ
い
て
も
開
催
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
に
き
て
感
染
者
数
の
急
拡
大
が
続
く

な
か
、
総
会
会
場
等
で
の
安
全
確
保
が
困
難
と
の

判
断
か
ら
「
お
知
ら
せ
」（
本
会
報
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

の
と
お
り
、
誠
に
残
念
で
す
が
中
止
と
致
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
会
は
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）
に

数
名
の
先
輩
有
志
に
よ
り
旗
揚
げ
さ
れ
、
以
来
活

動
は
多
く
の
先
輩
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
本
年
４

月
に
は
68
回
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
は
80
歳
を
超
え
る
方
々
か
ら
、
本
年

３
月
に
学
窓
を
巣
立
っ
た
若
人
の
皆
さ
ん
ま
で
、

会
員
数
は
累
計
２
万
５
千
余
名
に
達
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
同
窓
会
の
灯
を
絶
や
さ
ず
と
活
動
に

励
み
、
継
承
し
て
こ
ら
れ
た
先
輩
諸
兄
な
ら
び
に

学
園
関
係
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
母
校
は
永
年
工
業
系
男
子
高
で
あ
り

ま
し
た
が
、
平
成
17
年
男
子
の
み
を
入
学
対
象
と

す
る
普
通
科
が
加
わ
り
２
年
後
に
同
科
は
男
女
共

学
と
な
り
現
在
に
至
る
こ
と
は
ご
存
知
の
と
お
り

で
す
。

　

本
会
は
こ
の
経
緯
か
ら
、平
成
22
年
（
２
０
１
０

年
）
３
月
最
初
の
女
性
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。
以

来
10
余
年
を
経
た
現
在
、
本
会
リ
ス
ト
に
は
男
性

会
員
名
と
並
び
多
く
の
女
性
会
員
名
が
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
現
況
に
鑑
み
る
と
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
運
営
等
に
は
今
ま
で
以
上
に
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
様
々
な
会
員
の
ご
意
見
等
を
、
反
映
し

て
い
く
必
要
あ
り
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
先
ず
手
薄
と
な
っ
て
い
ま
す
若
手
世
代
役

員
を
募
る
こ
と
が
、
本
会
に
と
り
喫
緊
の
課
題
と

言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
男
女

を
問
わ
ず
奮
っ
て
応
募
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

か
つ
て
恩
師
や
先
輩
の
お
誘
い
や
同
期
生
の
声

掛
け
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、
活
動
に
加
わ
っ
た
多
く
の

現
役
員
同
様
に
是
非
役
員
会
に
加
わ
り
、
本
会
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
風
を
吹
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

役
員
一
同
、
ご
一
緒
に
活
動
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
日
先
の
見
通
し
づ

ら
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
ご
自
愛
の
ほ
ど
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
役
員
活
動
な
ど
、
不
明
な
点
は
本
会
事
務
局
長　

　

百
瀬
浩
一
先
生
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

大
森
学
園
高
等
学
校

　

☎ 

０
３
ー
３
７
６
２
ー
７
３
３
６
（
代
表
）

　

令
和
３
年
８
月
23
日 

記

　

令
和
三
年
七
月
六
日
に

母
校
正
面
玄
関
で
理
事
長 

米
澤
正
倫 

先
生
と
お
会
い

し
、
お
写
真
を
一
枚
撮
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
先
生
は
現

在
九
十
二
歳
に
な
る
そ
う
で
、

現
在
も
週
四
回
学
校
に
通
勤

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
校
内
は
マ
ス
ク
着
用

で
す
が
、
周
囲
を
確
認
し
撮

影
の
と
き
だ
け
外
し
て
頂
き

ま
し
た
。

広
報
委
員
長　

渡
辺　

亮

理
事
長 

米
澤
正
倫 

先
生
に
お
会
い
し
ま
し
た
！

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て

も
り
こ
う
会  

会
長
　
大
谷 

正
勝
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
か
ら
、
一
年

半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、
医
療
関
係
者
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
第
２
回
の
接
種

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
６
月
末
）。
そ
し

て
自
治
体
や
職
域
接
種
に
よ
り
、
64
歳
以
下
の
若

い
方
に
も
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
お
元
気

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
特
に
古
い
卒
業
生
の

先
輩
方
に
は
、
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
さ
れ
、

安
全
な
生
活
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

学
校
は
昨
年
３
月
の
全
国
一
斉
休
業
に
始
ま

り
、
緊
急
事
態
宣
言
、
自
粛
期
間
、
蔓
延
防
止

等
々
、
何
ら
か
の
感
染
予
防
対
策
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

も
、ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
や
学
校
・
学
年
休
校
も
無
く
、

無
事
に
対
面
で
の
学
習
活
動
に
日
々
勤
し
ん
で
お

　

二
〇
二
一
年
度
（
令
和
三
年
度
）
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
収
束
が
依
然
と
し

て
み
ら
れ
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
校
は
学

校
教
育
活
動
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
、
一
学
期
が

終
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
数
日

実
施
し
ま
し
た
が
、
学
期
の
大
半
は
対
面
授
業
を

短
縮
時
程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー

ど
こ
ろ
か
、
校
内
で
の
感
染
事
例
も
発
生
し
て
お

ら
ず
、
校
内
で
の
濃
厚
接
触
者
も
出
し
て
い
な
い

り
ま
す
。

　

実
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
良
か
っ
た
こ
と
が
一

つ
あ
り
ま
し
た
。
創
立
80
周
年
（
平
成
31
年
）
ま

で
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

環
境
を
整
備
す
る
事
業
計
画
を
立
て

ま
し
た
。
三
年
計
画
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
の
前

年
が
完
成
年
度
で
し
た
。
昨
年
春
に
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
叫
ば
れ
た
時
に
、
い
ち
早
く
実
施
が
で
き

た
の
は
私
立
の
一
部
の
学
校
で
し
た
。
本
校
も
そ

の
中
の
一
校
で
、
昨
年
の
Ｇ
Ｗ
明
け
に
は
全
ク
ラ

ス
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
地

味
で
目
立
た
な
い
こ
と
で
す
が
、
計
画
的
な
学
校

運
営
の
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
等
で

私
立
学
校
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
映
像
が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中

に
は
一
部
ク
ラ
ス
で
の
様
子
が
、
全
て
の
ク
ラ
ス

で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
映
さ
れ
、
実
態
と
は
違

う
場
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
公
立
高
校
に
至
っ

て
は
、
全
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
以

前
か
ら
の
工
業
科
で
の
環
境
整
備
が
大
き
く
も
の

を
言
っ
た
次
第
で
、
面
目
躍
如
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
対
策
が
順
調
に
進
ん
で
、
日
常

の
生
活
が
戻
り
、
一
日
も
早
く
卒
業
生
の
皆
さ
ん

と
お
会
い
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
、
今
後
と
も
本
校
の
教
育
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。尚
、生
徒
の
部
活
動
や
近
況
等
を
ホ
ー
ム
・

ペ
ー
ジ
に
て
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●h
ttp

s://w
w

w
.m

o
riko

-kai.jp
/

◀
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

状
況
で
す
。
こ
れ
は
教
職
員
と
保
護
者
・
生
徒
の

努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
開
始
さ
れ
、
一
昨
年
ま
で
の
日
常
生
活
を
取

り
戻
せ
る
期
待
が
持
て
る
よ
う
な
状
況
に
ま
で

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
の
学
校
教
育
活

動
は
、
従
来
の
型
に
は
ま
っ
た
教
育
活
動
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
下
で
可
能
な
限
り
、
生
徒

た
ち
が
少
し
で
も
満
足
で
き
る
、
そ
し
て
思
い
出

に
残
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
二
学
期
は
、
各
学
期
の
中

で
も
期
間
が
最
も
長
く
、
行
事
も
た
く
さ
ん
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
活
動
を
皆
様

の
ご
協
力
の
下
、
生
徒
た
ち
の
た
め
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
を
見
通
せ
な
い
日
々
が

し
ば
ら
く
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
学

園
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
災
禍
を
乗
り
切
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
本
学
園
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
徒
達
は
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

校
　
長
　
畑
澤 

正
一

大
森
学
園
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
生
活

教
　
頭
　
伊
能 

隆
晴
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社　会　状　況
国内累計感染者数25万人超
2度目の緊急事態宣言発出　1都3県

(東京・神奈川・千葉・埼玉)

国内累計感染者数30万人超
緊急事態宣言7府県追加発出(大阪・京都・兵庫・福岡・愛知・岐阜・栃木)

国内累計感染者数40万人超

緊急事態宣言栃木解除

緊急事態宣言6府県解除(大阪・京都・兵庫・福岡・愛知・岐阜)

社　会　状　況
緊急事態宣言1都3県解除(東京・神奈川・千葉・埼玉)

まん延防止等重点措置1県(宮城)

国内累計感染者数50万人超

まん延防止等重点措置3県(神奈川・千葉・埼玉)

3度目の緊急事態宣言発出 4都府県(東京・大阪・京都・兵庫)
まん延防止等重点措置1県(愛媛)
国内累計死者数1万人超

国内累計感染者数60万人超
まん延防止等重点措置2県(岐阜・三重)
まん延防止等重点措置宮城解除
緊急事態宣言2県追加発出(福岡・愛知)

緊急事態宣言1道2県追加発出(北海道・広島・岡山)
まん延防止等重点措置3県(群馬・石川・熊本)
国内累計感染者数70万人超
まん延防止等重点措置愛媛解除
緊急事態宣言1県追加発出(沖縄)

まん延防止等重点措置3県解除(群馬・石川・熊本)

沖縄除く9都道府県緊急事態宣言解除(東京・北海道・大阪・京都・兵庫・愛知・福岡・広島・岡山)
まん延防止重点措置2県解除(岐阜・三重)
まん延防止重点措置10都道府県(神奈川・千葉・埼玉延長)
(東京・北海道・大阪・京都・兵庫・愛知・福岡)

オリンピック開会式

大森学園　（①：1年生　②：2年生　③：3年生　G:普通科　T:工業科）

①②始業式(登校してリモート)

③始業式(登校してリモート)

推薦入試
③T期末試験　～2/4まで

推薦入学試験合格者登校

オンライン授業
オンライン授業
一般入試(1)
一般入試(2)

①②期末試験(3/3・4・6・8)
卒業式(アプリコ)
新入生登校日

終業式(登校してリモート)
新入生登校日
入学式(きゅりあん)
新入生オリエンテーション(4/7・8・9)

始業式(登校してリモート)　特別時程開始(9：00点呼  45分対面授業  17：40生徒完全下校)
③保護者会

②保護者会

①②③特別時程開始(9：00点呼  40分対面授業  17：00生徒完全下校)
①②③オンライン授業4/30、5/1・6・7・8・10・11(9：00点呼  30分授業  20分休憩 6時間)

①②③別時程開始(9：00点呼　40分対面授業　17：40生徒完全下校)
①②オンライン授業5/14・18・27・31(9：00点呼 30分授業 20分休憩 6時間) ③対面授業

中間試験　～26日まで

誠和会総会
①②③特別時程開始(9：00点呼　40分対面授業　17：40生徒完全下校)
オンラインによる生徒総会
三者面談　～11日まで　(対面・オンライン選択制)

従来型学園祭一般公開中止　生徒企画によるオンラインでのクイズ大会開催

誠和会カルチャーセミナー
期末試験　～5日まで
終業式(登校してリモート)

ht tps : / /www.mor iko-ka i . jp /

2021年新型コロナウイルス感染拡大状況と大森学園の歩み ※参考資料
　NHK提供
　ウェブページなど
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も
り
こ
う
会
の
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
で
、
各
方
面
で
ご
活
躍
の
こ

と
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。
進
路
指
導
部
よ
り
、

令
和
２
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
を
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
は
全
体
で
３
２
２
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

就
職
14
％
、
４
年
制
大
学
47
％
、
専
門
学
校
27
％

と
い
う
結
果
で
し
た
。
普
通
科
は
２
２
４
名
の
生

徒
が
卒
業
し
ま
し
た
。
大
学
63
％
、
短
大
１
％
、

専
門
学
校
19
％
、
就
職
１
％
、
と
い
う
結
果
で
し
た
。

（
図
１
） 

工
業
科
は
98
名
の
生
徒
が
卒
業
し
ま
し
た
。

就
職
42
％
、
４
年
制
大
学
12
％
、
専
門
学
校
41
％

と
い
う
結
果
で
し
た
。（
図
２
）

　

今
年
も
、
大
学
に
よ
る
定
員
の
厳
格
化
の
波
に

押
し
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
の
実
績
を
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
表
１
）
一
重
に
生
徒
の

努
力
と
先
生
方
の
熱
い
進
路
指
導
の
お
か
げ
で
昨

年
度
以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
引

き
続
き
努
力
し
、
生
徒
た
ち
と
共
に
力
を
つ
け
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

就
職
で
は
、
機
械
関
係
で
日
本
冶
金
、
小
松

ウ
ォ
ー
ル
、自
動
車
関
係
で
ケ
ー
ユ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
電
気
関
係
で
、
関
電
工
、
関
工
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
ー
ズ
、
関
東
電
気
保
安
協
会
、
マ
キ
ノ
電
設
、

カ
ワ
デ
ン
、
鉄
道
関
係
で
京
浜
急
行
電
鉄
、
そ
の

他
と
し
て
共
立
信
用
組
合
な
ど
へ
の
合
格
者
が
出

令
和
２
年
度 

進
路
報
告

進
路
指
導
部
長

尾
島　

覚

普通科進路状況

■ 四年制大学
■ 短期大学
■ 専門学校
■ 就職
■ 浪人

63％19％

16％

1％

1％

図1

工業科進路状況

■ 就職
■ 四年制大学
■ 専門学校
■ その他

42％
41％

12％
図2

5％

表１

国公立大学 私立大学

防 衛 大 学 校 早 稲 田 大 学

北 見 工 業 大 学 東 京 理 科 大 学

山 形 大 学 青 山 学 院 大 学

高 崎 経 済 大 学 中 央 大 学

東 京 海 洋 大 学 明 治 大 学

横 浜 市 立 大 学 日 本 大 学

都 留 文 化 大 学 他　 多 数 の 大 学 に 合 格

人数 人数

2 1

1 6

2 2

1 6

1 3

4 15

2

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
『
生
徒
の
た
め
の
進
路
指
導
部
』
と

し
て
、
生
徒
た
ち
の
夢
実
現
の
手
助
け
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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● 

河
井
先
生
に
つ
い
て

前
会
長　

菊
池 

良
幸

　

在
学
中
は
物
理
や
科
学
を
教
わ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
他
に
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
音
楽
部
で
は
森
工

男
性
コ
ー
ラ
ス
始
め
、
定
時
制
自
治
会
の
顧
問
と

し
て
指
導
さ
れ
、
他
校
と
の
交
流
も
推
進
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
定
体
連
や
野
球
等
の
役
員
も
長
ら

く
勤
め
ら
れ
て
、
一
年
間
の
日
曜
日
の
三
分
の
一

も
休
め
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
大
森
学
園
に
な
っ

て
も
野
球
の
応
援
に
何
度
も
行
か
れ
ま
し
た
。
又
、

も
り
こ
う
会
の
懇
親
会
に
時
折
出
席
さ
れ
、
語
り

合
っ
た
日
が
想
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
御

指
導
に
感
謝
し
つ
つ
哀
悼
の
意
を
表
し
、
あ
ら
た

め
て
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
　
報

神 秀弘 さん

同窓会
元副会長

河井 昭夫 先生

工業科

　令和2年2月6日
　88才で永眠されました。
　昭和41年より多年に亘り、
役員として活動し、会の発展
に尽力されました。ここに謹
んで御冥福をお祈り申し上げ
ます。

　令和2年10月27日
92才で永眠されました。

在職期間
昭和31年4月〜昭和49年3月

令和2年度 潮の光奨学基金寄付金（敬称略）令和2年度 もりこう会寄付金（敬称略）

寄付者名 寄付者名

小澤　孝通 ㈱津留美

小澤　孝通

教職員 OB 会

米澤　正倫

細貝　敏男

寄付金額(円) 寄付金額(円)摘　要 摘　要

3,000 100,000

3,000

245,956

200,000

10,000

昭63全情 取引業者

卒業生S63全D

団体

本学　理事長

卒業生S45全M

前年度繰越金

収入の部合計

科　目 科　目

収入の部 （単位：円） 支出の部 （単位：円）

予　算 予　算決 　算 決 　算差　異 差　異摘　要 摘　要

会
費
等
収
入

学
校
等
補
助
費

運
営
費

積
立
金

① 1 年生会費収入 ①設備補助費

② 2 年生会費収入 ②行事補助費

③ 3 年生会費収入 ③課外活動補助費

④寄付金収入 ④クラス会援助費

⑤受取利息収入 ⑤卒業記念品費

⑥過年度会費収入 ⑥地域活動補助費

⑦その他の補助費⑦雑収入

①会報発行費

⑤ホームページ維持費

当年度収入合計

②総会費

⑥交通費

⑨ｷｬﾘｱｾﾐﾅｰ運営費

収入の部合計

④会議費

⑧慶弔費

⑪雑費

予備費

②記念事業積立金

1,011,600 0830,700 0180,900 02,769 人月分

1,188,000 200,000991,200 0196,800 200,0003,304 人月分 体育祭補助及び学園祭助として実施なし

2,419,200 300,0002,701,300 300,000▲ 282,100 03,859 人月分 校友会へ補助

300,000 100,0003,000 10,000297,000 90,0001 件 1 件

3,000 01,600 01,400 0普通及び定期預金利息 卒業証書ホルダー購入なし

0 50,000

100,000

8,400 0

0

▲ 8,400 50,000

100,000

実施なし

実施なし0

1,400,000

0

0

0

1,400,000 会報誌発行なし

実施なし

学園祭卒業生広場経費（文化祭実施なし）

㈱ KDDI ウェブコミュニケーションへの支払

役員会交通費として

実施なし

香典 2 件、生花 2 件

実施なし

実施なし

寄付金払込手数料他

4,921,800

600,000

4,536,200

0

385,600

600,0002,171,629

100,000

2,171,629

0

ー

100,0007,093,429

200,000

150,000

400,000

50,000

200,000

200,000

300,000

50,000

100,000

1,000,000

1,000,000

6,500,000

593,429

7,093,429

6,707,829

0

100,540

48,000

0

53,000

0

0

643

0

1,000,000

1,000,000

2,512,183

4,195,646

6,707,829

385,600

200,000

49,460

352,000

50,000

147,000

200,000

300,000

49,357

100,000

0

0

3,987,817

▲ 3,602,217

385,600

③卒業生広場

⑦事務局費

⑩拡大幹事会費

①同窓会維持積立金

当年度支出合計

次年度繰越金

支出の部合計

令和2年度 もりこう会 決算書　（自：令和2年４月１日～至：令和3年３月３１日）

以上、本会計に係る監査を行った結果
適正に処理されている

ことを認める
監査

寄付者の皆様、
ご協力ありがとうございました。

本誌では掲載しております



の
会
報
が
発
行
で
き
る
事
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
感
染
症
の
早
期
終
息
と
皆
様
の
ご
健
康

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・

　

写
真
は
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
大
森

出
身
で
大
森
町(

大
森
西
五
丁
目)

の
お
祭
り
の

役
員
を
や
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
十
月

に
感
染
症
終
息
を
祈
念
し
祭
礼
を
開
催
し
た
時
、

大
森
町
商
店
街
で
た
ま
た
ま
安
達
毅
先
生
が
通
り

ま
し
た
。
そ
の
際
、
お
祭
り
の
役
員
で
学
校
に
出

前
を
し
て
い
る
そ
ば
屋
の
旦
那
さ
ん
が
安
達
先
生

に
気
づ
い
て
、
私
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
撮
影
し
て
頂
い
た
写
真
で
す
。
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大
森
駅
・
蒲
田
駅
か
ら
バ
ス
で
通
学
さ
れ
て
い

た
方
は
ご
存
知
の
内
川 

富
士
見
橋 

は
現
在
道
路

拡
張
工
事
に
伴
う
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

写
真
は
旧
橋
か
ら
仮
橋
へ
切
り
替
え
た
頃
の
写

真
で
す
。
現
在
旧
橋
は
解
体
済
み
で
す
。

　

富
士
見
橋
付
近
に
あ
っ
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場

の
跡
地
は
、
商
業
施
設
マ
チ
ノ
マ
大
森
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
富
士
見
橋
交
番
は
道
路
用
地
確
保
の
為
、

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
前
に
移
転
し

名
称
は
大
森
西
交
番
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
東
邦
医
大
通
り
」
も
「
オ
ニ
タ
ビ
通
り
」
も
通

称
で
正
式
に
は
補
助
27
号
線
と
い
う
名
称
が
つ
い

て
お
り
ま
す
。
東
邦
医
大
通
り
の
由
来
は
名
前
の

通
り
東
邦
医
大(

現
在
の
東
邦
大
学)

の
前
を
通

る
通
り
か
ら
き
て
い
て
戦
後
呼
ば
れ
る
様
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
戦
前
は
オ
ニ
タ
ビ
通
り
。

　

オ
ニ
タ
ビ
通
り
の
由
来
は
「
鬼
足
袋
」
と
言
う

足
袋
工
場
が
戦
前
大
森
八
中
の
校
庭
あ
た
り
に

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
大
森
駅
〜
蒲
田
駅

間
の
京
急
バ
ス
は
こ
の
区
間
を
鬼
足
袋
線
と
言
う

そ
う
で
す
。

　

平
成
の
初
め
頃
は
オ
ニ
タ
ビ
通
り
と
言
う
人
も

い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
に
言
わ
な
く
な
り

ま
し
た
。

補
助
27
号
線 

東
邦
医
大
通
り(

オ
ニ
タ
ビ
通
り)

内
川
　
富
士
見
橋
　
架
け
替
え
工
事

　

同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に
よ
り
昨

年
３
月
頃
か
ら
活
動
を
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
関

係
で
、
昨
年
６
月
１
日
発
行
予
定
で
し
た
会
報
50

号
が
一
年
以
上
遅
れ
て
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

寄
稿
し
て
頂
い
た
方
に
は
大
変
お
待
た
せ
し
て
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
春
頃
よ
り
会

報
の
発
行
に
向
け
て
少
し
ず
つ
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
当
初
50
号
・
51
号
を
合
併
す
る
案
も
あ
り

ま
し
が
、
50
号
は
す
で
に
原
稿
を
寄
稿
し
て
頂
い

て
い
る
状
況
で
し
た
の
で
、
分
け
て
発
行
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
51
号
に
つ
い
て
は
断
続

的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
事
に
よ
り
感

染
防
止
の
観
点
と
原
稿
締
め
切
り
日
の
関
係
か
ら

新
規
の
原
稿
依
頼
を
中
止
し
、
母
校
の
情
報
を
中

心
に
最
低
限
の
情
報
の
み
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
次
号
は
コ
ロ
ナ
の
情
勢
が
良
く
な
り
、
通
常

会
報「
も
り
こ
う
」の
発
行

平
成
十
四
年
三
月
電
気
科
卒
業 

広
報
委
員
長
　
渡
辺 

亮

編
集

 

後
記
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★ 卒業生の皆様へ ★

　本会ではコロナ禍のなか、昨年来休止中でありました役員活動を本年４
月に再開し,会報の発行を本年９月に総会の開催を10月に予定のうえ、こ
れまで鋭意準備を進めてまいりました。

　しかし、この間コロナウイルスの感染状況は衰えるどころか、特に近時の
於いては寧ろ急激に拡大致しておりますことはご承知のとおりです。

　この様な状況に鑑みて、会員の皆様ならびに関係各位が一堂に会して、
安全安心を確保しつつ総会等諸活動を行うことは、大変厳しいとの判断に
至りました。
　この判断から本年度も止むを得ず、総会ならびに懇親会の開催を中止す

ることと致しました。

　誠に残念ではありますが、会員の皆様にはご了承のほどよろしくお願い
申し上げます。

　尚、本会の決算報告等ならびに母校の近況等は、年度ごとに各号に掲載
しましたので目を通していただければ幸いです。

もりこう会 総会中止のお知らせ

もりこう会ならびに奨学基金へのご支援ご協力のお願いについて
会長　大谷正勝

役員一同
　会員の皆様には平素より本会に温かいご支援とご協力を賜り誠に有難うございます。
　新型コロナウイルスによる感染症患者が国内で確認されて以来、1 年半余りが経ちました。この間、種々の感染症拡大抑止対策が
施されているものの、新たに変異ウイルスの出現が伝えられるなど、依然として厳しい状態が続いております。
　1 日も早く安全安心な日常生活に復することを願うとともに、会員の皆様もくれぐれもご自愛ください。
　さて、もりこう会（以下本会と称す）では会報送付時「本会」ならびに「潮の光」奨学基金へのご支援をお願いしております。
この度も誠に恐縮ではございますが、倍旧のご支援ご協力を賜りますよう、役員一同心よりお願い申し上げます。

（同窓会報寄付者名簿への掲載を御希望されない方は、払込取扱票に一筆御記入をお願い致します。）

令和
３年度


